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 杉の一枚板に胡粉の下地を施し極彩色で、観世音菩薩が衆生済度のために三十三身を示

現し、度すべきものはことごとく済度するという仏説を描いたもので、もとは 33枚あった

ものと思われるが、現在保存されているのは 15枚である。うち 2枚は別々の絵をはぎ合わ

せたものと見られる。 

年代は室町時代初期、応永 13年（1405）。 

  


